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A Study on the Characteristics of the Shopping Behavior in an Aging 
Community: Transportation and Mobility Analysis in a Region of Sapporo
This study was conducted in an area of Sapporo, Japan, which has a 
very high rate of population aging. A questionnaire was carried out 
to understand the situation with regard to community transportation 
in an aging community. More specifically, analysis was carried out 
focusing on transportation as pertaining to residents’ shopping 
activities─the most common purpose for the elderly to go out. Analysis 
of the survey results revealed the transportation situation, including 
the number of shopping trips made and trip time to shopping 
destinations, according to the mode of transportation (and separated 
into summer and winter seasons) for residents, with mobility impaired 
seniors as the primary focus. In further relation to transportation, 
factors such as trip time to shopping destinations and accessibility 
were analyzed through use of the pairwise comparison method in the 
Analytic Hierarchy Process (AHP).
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64歳以下 12.6 14.5 1.9 1.15
65-69歳 11.4 13.0 1.6 1.14
70歳代 12.9 15.2 2.2 1.17
80歳以上 14.2 17.3 3.0 1.21
全年代 12.6 14.6 2.1 1.17
表２　最も頻度の多い買物先への交通手段
夏季 冬季 増加数 増加率
徒歩のみ 67（人） 32.5％ 71（人） 34.5％ 4 1.06
自転車 22 10.7％ 0 0.0％ －22 0.00
車・運転 71 34.5％ 73 35.4％ 2 1.03
車・家族 19 9.2％ 24 11.7％ 5 1.26
車・ボラ 2 1.0％ 2 1.0％ 0 1.00
バス 18 8.7％ 29 14.1％ 11 1.61
タクシー 4 1.9％ 4 1.9％ 0 1.00
地下鉄 1 0.5％ 1 0.5％ 0 1.00
その他 2 1.0％ 2 1.0％ 0 1.00
206 100.0％ 206 100.0％ 0 1.00
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選択者数 278 67 44 31 9 2 2 1
選択率 91.7％ 22.1％ 14.5％ 10.2％ 3.0％ 0.7％ 0.7％ 0.3％
表４　店舗買物理由
店舗購入理由 自分で選ぶ 楽しい 特売品 他の用事 品揃え 友人に会える（可能性） その他
選択者数 242 178 150 145 82 17 12














































距離 アクセス 品揃え 施設
20-40歳代 0.15 0.23 0.41 0.22
50-64歳 0.17 0.19 0.34 0.29
65-69歳 0.29 0.28 0.28 0.15
70歳代 0.14 0.20 0.35 0.32
80歳以上 0.17 0.19 0.42 0.21
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とが明らかとなった。
①外出を伴う買物については，夏季・冬季と
もに「週２～３回程度」が最も多く，44.7％
と46.4％と半数近くになることがわかった。
また，「週４～５回程度」以上の多頻度層も，
夏季が42.3％，冬季が31.4％と冬季に減少す
るも３～４割程度であることがわかった。
②最も頻度の多い買物先への時間距離につい
ては，交通手段は様々であるが，年代によっ
て大きな差は見られず，夏季で11～14分程
度，13～17分程度であることがわかった。
また，夏季から冬季への時間距離の増加は70
歳未満で1.15倍前後，70歳代で1.17倍，80歳
以上で1.21倍とわずかながら年代の上昇に応
じて増加分が大きくなることがわかった。
③最も頻度の多い買物先への交通手段につい
ては，夏季・冬季ともに「徒歩のみ」，「自ら
の運転の自家用車」が32～35％程度と大き
く占めることがわかった。また，夏季と冬季
の差異については「バス」の利用が1.61倍，「家
族の送迎による自家用車」が1.26倍と増加す
ることがわかった。
④買物形態については，「外出して店舗で買
物」が複数回答で91.7％になり，９割以上の
回答者が外出しての買物行動を行っている
が，逆に考えると8.3％の回答者が外出して
の買物をしていないことがわかった。また，
「配達サービスの不定期利用」が22.1％，「定
期的な宅配サービス」が14.5％，「インター
ネット」が10.2％と１～２割程度の回答者が
外出をしない買物行動を取っていることがわ
かった。
⑤店舗の買物理由については「自分で選ぶ」
が87.1％，「楽しい」が64.0％と実際のリアル
な店舗での買物する行為自体に満足感あるい
は魅力を見出していることが多いことがわ
かった。
⑥買物要因の構造分析について，全体的には
「品揃え」に最も重きを置いていることがわ
かった。また年代別では，「65～69歳」の年
代に他の年代とは異なる特徴が見られたもの
の，特徴的な大きな差異は見られず，さらな
る分析を行うことが求められる。
６．おわりに
　本研究は，高齢化率が非常に高い札幌市の
A地域を対象として調査を実施し，その調査
結果から高齢者に着目した住民の買物による
交通・移動行動の実態を明らかにする目的と
した。
　調査結果により，買物頻度（回数），買物
先への時間距離（所要時間），交通手段につ
いて，夏季・無雪期と冬季・積雪期を区別し
て明らかにすることができた。
　また，交通・移動に関連し，「距離」，「ア
クセスのしやすさ」の項目を含んだ買物の意
識構造について分析することができた。
　本研究では，買物行動における交通・移動
実態の分析を行ったが，今後はさらなる詳細
な分析，各分析における統計的な検証，通院
など他の目的での行動との関連性，交通環境
をも含めた地理的な分析（地理情報システム：
GIS），高齢者の体力的な要素の考慮を行っ
た分析等を行うことが課題となっている。
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〔注〕
（１）内閣府「平成22年度 高齢者の住宅と生活
環境に関する意識調査結果」によると，「よく
出かける時（複数回答）」の回答として「近所
のスーパーや商店での買い物」が81.2％，「通
院」が46.6％，「趣味・余暇・社会活動」が
39.1％の順となっている。
（２）例えば，南林さえ子（2011），鈴木克典他
（2001）の研究等が挙げられる。
（３）例えば，城田吉孝他（2001）の研究等が挙
げられる。
（４）例えば，黒瀬重幸（1997）の研究等が挙げ
られる。
（５）札幌市Ｂ区役所「各地区の紹介」参照
（６）札幌市住民基本台帳人口「まちづくりセン
ター別世帯数及び男女別人口」参照
（７）札幌市市民文化局「戦略的地域カルテ・マッ
プ」参照
（８）刀根（1986）によると，一般的にはC.I.値
が0.15以下で回答に矛盾が生じないとされて
いる。
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